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1 年生が集団宿泊研修を行いました 

少し遅くなりましたが、６月 28 日(火)･29 日(水)に行った 1 年生の集団宿泊

研修の様子を紹介します。２日間ともに天候に恵まれ、予定通りにスケジュール

をこなすことができました。研修は大成功で、引率した先生方から、判断力や行

動力、そしてリーダー性等、たくさんの成長を土産に帰ってくることができたと

の報告があり、本当に嬉しく思いました。１年生は、私の予想をはるかに上回る

ペースで成長し続けています。１年生の更なる成長が楽しみです。 

なお、ＨＰのフォトアルバムでも様子を紹介していますので、ご覧ください。 

   

   

内子中学校運営協議会が設立されました  

７月７日(木)･８日(金)に行った個人懇談（３年生は三者懇談）に御協力いた

だき、ありがとうございました。学校や家庭での様子を伝え合ったり、互いに協

力できることを確認したりと、大変有意義な時間を過ごすことができました。学

校の主役であり、これからの次代を担う生徒を健全に育てるには、家庭任せや学

校任せにするのではなく、連携を図りながら取り組むことが大切だと思います。

引き続き、温かい御支援・御協力を賜りますようお願いいたします。 

また、７月６日（水）には、念願の内子中学校運営協議会の設立総会が開催さ

れました。今後は、学校運営に対し、教育委員、学識経験者、内子・内子東自治

センター、内子福祉館、主任児童委員、民生委員、自治会、校区内の小学校の学

校運営協議会、本校ＰＴＡ役員等の代表 

者の方から、御意見を賜り、学校運営を 

支えていただきます。 

なお、会長に、前内子中学校長である 

片岡俊二様、副会長に、民生児童委員の 

上堂恵子様が選出されました。お二人共 

に高い見識と温かいお気持ちを兼ね備え 



た頼りになる存在であり、協議会の中心となって、学校運営への適切な指導・助

言をいただけると思います。また、地域との調整役として、内子地区にお住まい

の宮瀬由美さんに、地域コーディネーターとして、学校に勤務していただきます。

地域で商店を営まれており、ご存じの方も多いと思います。明るく温厚な方であ

り、気軽に相談に乗っていただけると思います。どうぞ、よろしくお願いします。 

水泳の授業を楽しんでいます  

本校には、プールがありませんので、内子運動公園のプールをお借りして水泳

の授業を行っています。一昨年度は、コロナのためにプールが使えませんでした

が、昨年度から実施が可能となっています。プールの維持費やバスの借り上げ代

が掛かったりすることを考えると、使えることが決して当たり前ではなく、感謝

の気持ちを持って水泳を楽しんでほしいと思います。 

     

あと１0 日 今をどう過ごすか 

今回も「教職員のつぶやきコーナー」で紹介した内容を掲載します。ほんの少

しでも、自ら考え行動するためのヒントになればと考えておりますので、御一読

ください 
１学期もあと 10 日となりました。夏休みも近づいており、心がうきうき 

している人が多いかもしれません。県総体や吹奏楽コンクールを間近に控え

た人は、大会に向け、モチベーションが高まってきていることでしょう。は

やる気持ちもあるとは思いますが、今、何をすべきかを考え、どう過ごすか

が大切です。参考までに私の考えを紹介します。 

① 夏休みの計画を立てる。 

 計画を立てた時点で、目標の半分は達成できているとの考え方もあり 

ます。宿題、受験勉強、部活動、健康づくり、趣味、手伝い等にどう取 

り組むか考えてみてください。特に、宿題にどう取り組むかはポイント 

になるかもしれません。 

② １学期の学習のまとめをする。 

   定期テスト、単元テスト、小テスト、ワーク、プリントを整理してみ 

てください。分からなかった（間違えた）ところを分かるようにしてお 

くことが、２学期以降（受験を含む）に大きく影響します。 

③ 部活動は目的意識を持って、ONE TEAM の精神で本気で取り組む。 

 目標を達成するには、みんなでどう取り組めばよいか、しっかり考え 

行動しましょう。「楽しいけれども楽ではない」活動を心掛けましょう。 
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